
「加速器」Vol. 11, No. 2, 2014（115－117）

J. Particle Accelerator Society of Japan, Vol. 11, No. 2, 2014115

1．はじめに

　2014年 3月 13日から14日にかけて，日本大
学理工学部駿河台キャンパスにおいて第 20回 
FELと high power radiation研究会が開催され
た．本研究会は，加速器をベースとして発生させ
た自由電子レーザー（FEL）等の高強度放射光と
その利用に関する研究成果を発表する場として
1991年以来ほぼ年1回の頻度で開催されてきた．
当初赤外領域が中心だった FELの研究開発は，
加速器技術の進歩を背景に赤外から X線領域に
わたる強力な単色光源として広い波長範囲での利
用を可能とするまでに発展してきた．また最近は
高強度光源として FELの他，テラヘルツ領域の
コヒーレント光源，レーザーコンプトン X線源，
パラメトリック X線源等の新たな光源が注目さ
れている．日本国内においても，基礎研究分野へ
の利用に加え，加速器・量子ビームの産業や医療
分野における貢献の観点から，様々な加速器施設
でこれら光源の研究とともに利用の開拓が精力的
に進められている．第 20回となる本研究会は，
日本大学量子科学研究所電子線利用研究施設
（LEBRA）の主催で2日間に渡り開催された．参
加は，日本大学，京都大学，早稲田大学，兵庫県
立大学，東北大学電子光理学研究センター，立命
館大学，大阪府立大学，大阪大学産業科学研究所，
産業技術総合研究所，高エネルギー加速器研究機
構，日本原子力研究開発機構，分子科学研究所，
東芝株式会社，日本電気株式会社，ジャパン・ア
ナリスト株式会社，ロックゲート株式会社（順不
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同）から42名の参加者があり，17件の口頭発表，
1件の特別講演が行われた．

2．会議報告

　日本大学量子科学研究所次長の早川（建）氏か
ら開会と開催の経緯等の挨拶後，初日のセッショ
ンが開始された．はじめに主催である日本大学か
ら「LEBRA-FELの現状」としてユーザー利用状況，
電子線形加速器のトラブル等が野上氏（日本大学
量子科学研究所）から報告された．特に，フルバ
ンチモードにバーストモードビームを重畳した電
子ビームを用い，波長 1.2～ 1.6μmの FELを
発振させ，非線形結晶を用いて可視光領域の要求
波長（600～ 800 nm）の安定発振利用例が紹介
された．2番目のセッションでは「時間分解分光
に向けた KU-FELの光源整備と分光実験の現状」
と題して中嶋氏（京都大学エネルギー理工学研究
所）から FELパルス特性計測の新スキームの開
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図1　日本大学理工学部駿河台キャンパス発表会場の様子
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会が開催された．
　2日目のセッションは，山田氏（立命館大学）
の発表から始まり，「CWトップアップ入射で実
用化した卓上型放射光装置」としてMIRRORCLE
型放射光装置 14），非破壊検査，X線 CT等のニー
ズに関して紹介があった．次に早川（恭史）氏（日
本大学量子科学研究所）から「PXR円錐ビーム
を用いた極小角散乱イメージング」と題して，
パラメトリック X線放射源の現状，位相コント
ラストイメージング，小角散乱への成果に関し
て報告があった 15）．全氏（京都大学エネルギー
理工学研究所）からは，「KU-FELにおけるレー
ザー出力安定化に向けた取り組み」として BPM
導入とフィードバック制御，変動要因対策，安
定度の向上への取組みが紹介された 16）．加藤氏
（大阪大学産業科学研究所）からは「FELの成長
に伴う波長スペクトルの時間的振る舞い」とし
て，阪大産研 FEL，共振器長デチューニング，
波長スペクトル時間変化に関するシミュレー
ション，測定結果に関して報告があった 17）．続
いて川瀬氏（大阪大学産業科学研究所）から「産
研 THz-FELの高強度化運転」として，27 MHz
グリッドパルサー導入による THz-FELの高強度
化（マクロパルスエネルギー最大 16 mJ，ミクロ
パルス 130μJ@68μm）運転に関しての報告が
あった 18）．斉藤氏（大阪府立大学）から「電子ビー
ムからの高強度 THzコヒーレント放射による液
体の吸収分光」の題目で，KURRI Lバンド電子
ライナックのコヒーレント遷移放射光源による
液体の吸収分光，透過率測定に関して報告があっ
た19）．Lueangaramwong氏（東北大学）から

発 1, 2），中赤外 FELスペクトルの単一パルス計測3），
プラズマミラーによるターゲット損傷の回避と広
帯域化 4）が紹介された．次のセッションでは，「光
クライストロン分散部による自由電子レーザー制
御に関する研究」に関して，清氏（産業技術総合
研究所）から光クライストロンの高次高調波自発
放出光，分散部調整による FEL制御に関して紹
介があった5, 6）．磯山氏（大阪大学産業科学研究所）
からは，「自己相関法を用いた FELミクロパルス
波形の計測」に関して，乾燥空気パージやステッ
ピングモータ等全体の改良を行ったマイケルソン
干渉計を用いて，FELミクロパルスの時間領域測
定の結果に関して報告があった 7）．島田氏（高エ
ネルギー加速器研究機構）からは「GeVクラス
の ERLによる高強度赤外線およびガンマ線生成
の提案」と題して，ERLにおける高強度の赤外・
ガンマ線の生成に関して，発振メカニズムを
CSRや FEL，pulse stacker，wakeなどとの相違
点や類似点を例に上げながら提案がなされた 8）．
宮本氏（兵庫県立大学高度産業科学技術研究所）
からは，「蓄積リングを用いたレーザー Compton
散乱偏光ガンマ線による光核反応」という題目で，
newSUBARUにおけるガンマ線ビームライン（1
～ 73 MeV，0.33 mW）の開発，ポラリーメータ
を用いたガンマ線直線偏光度測定等に関して紹介
された 9, 10）．浜氏（東北大学電子光理学研究セン
ター）からは，「スミス =パーセル後進波 FELの
ためのエミッタンス交換路の検討」に関して，
3Dシミュレーション，エミッタンス交換路の検
討が示され，提案があった．入澤氏（大阪大学産
業科学研究所）から「高強度テラヘルツ FELを
用いた利用実験の展開」として，阪大産研のテラ
ヘルツ光源の現状 11），高強度テラヘルツ光の利
用環境，分光イメージング利用，NEC社製テラ
ヘルツイメージャー 12）を使用した1 shotイメー
ジングに関して報告があった．1日目最後に特別
講演として，寒河江氏（日本大学松戸歯学部）か
ら「LEBRA-FELを用いた硬組織レーザー反応の
組織依存性について」という題目で医学歯学分野
のレーザー利用，硬組織へのレーザー利用と期待，
硬組織の特殊性に関して紹介があり，FELによる
硬組織破壊の新しい理論体系の必要性に関して提
案がされた 13）．1日目のセッション終了後に，御
茶ノ水ワテラスタワー2階の cafe104.5にて懇親

図 2　御茶ノ水ワテラスタワー cafe104.5 にて開催され
た懇親会の様子
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「Development of Linear Focal Cherenkov Ring 
Camera for Longitudinal Phase Space 
Measurement」という題目で，チェレンコフリ
ングカメラを用いた縦方向位相空間分配測定のた
めの新しい方法，Turtle-backミラーを用いたエ
ネルギー分解能の増強，数値解析による最適化に
関して報告があった 20）．吉田氏（京都大学エネ
ルギー理工学研究所）からは「アンチストークス
ラマン散乱測定法を用いた中赤外 FELによる選
択的格子振動励起の原理実証」として，KU-FEL
を用いた格子振動の選択的励起の実証に関して報
告が行われた 21）．最後のセッションでは，宍倉
氏（日本大学量子科学研究所）から「LEBRA-FEL：
光生命化学反応解析研究のための検証実験」とい
う題目で，生物体への LEBRA-FEL照射系の開発
状況，既知の光生物化学反応誘起検証とその結果
に関して報告が行われた 22）．
　研究会は，田中氏（日本大学量子科学研究所）
から閉会の挨拶，次回は大阪大学産業科学研究所
がホストとなり，2014 年 12月頃に開催予定で
検討が進められている旨報告があり終了した．
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